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【論文内容の要旨】 

本論文は、1880 年代半ば以降の後期ニーチェの思想について、哲学者としての自己に焦点を絞り、その自己の

存在の来歴を明らかにし、自己存在の認識を図り、そしてその認識を通した新たな自己生成の可能性を探ろうと

するものである。哲学者としての自己とは単にフリードリヒ・ニーチェ個人を指すだけでなく、2千数百年に及ぶ

ヨーロッパの社会・歴史・文化に支えられ制約された存在としての自己であり、そうした存在としての自己と、

自己の制約としての社会・歴史・文化を問題視する哲学者のことをいう。この意味での自己存在をテーマとする

ために、本論文は、「はじめに」と「終わりに」を除いて、三章から構成される。三章の題名は順にそれぞれ「道

徳 人は如何にして現にあるところのものになるか」、「身体 己がどのようなものであるかは如何にして知られ

るか」、「知恵 己が誰であるかを知ることで人は何になるのか」であるが、題名の最初に挙げられた三項目が全

体の副題の内容ともなっている。そして各章はまたそれぞれ、「序」と「結び」に挟まれた三節からなっている。 

第１章は「道徳批判」、「権力への意志」、「ニヒリズム」の三節から成立しているが、なにより道徳を俎上に載

せる。それはニーチェによれば、ヨーロッパにおいてはキリスト教道徳こそが、自己存在の何たるかを最も根本

的に規定してきたからである。その際強調されることは、生に敵対しその衰弱を招いたキリスト教道徳にはその

本質的性格として「誠実性」が内蔵されていて、それがキリスト教に潜在していたニヒリズムを顕在化させてキ

リスト教信仰を没落させるとともに、他方キリスト教道徳としての誠実性それ自身の克服も示唆されているとい

うことである。ここではまた、「神の死」というヨーロッパの歴史を画する事件における「羞恥」の重要性も指摘

される。「症候と解釈」、「キリスト教と生」、「認識と懐疑」という三節を蔵する、続く第２章は身体をテーマとす

る。ニーチェは道徳や宗教など、通常精神に属するとみなされるものはみな身体現象であるという。したがって、

人間に関する一切は身体として、そして身体のなんらかの状態を表現する症候として理解されねばならず、すべ

ては身体の如何に依存する。しかるに、精神が身体から独立した存在であるかにみなされるのは、弱体化した身

体の自己切断のなせる業にほかならず、こうした身体の転倒こそが正されねばならないとされる。 

最終第３章は知恵としての哲学の可能性を追求し、新たな真理概念の創成を試みる。そのために「真理批判」、

「女の問題」、「価値創造としての知」の三節をその構成部分とする。本章での力点はなかんずく「女」の形象の



解明に置かれる。『ツァラトゥストラ』などに描かれた謎めいた女の姿態は「真理」の新たな形、ある意味では無

形の形と言わざるを得ない形を示唆したものである。それは、永遠不変の存在（＝神）としての従来の真理概念

を廃棄する、存在―生成、真理―虚偽、男―女、精神―身体などといった二項対立構造そのものを掘り崩し、深

層の本質を隠すかに装う表面としての真理であり、その境域において展開されるであろう、哲学と芸術との共通

性と差異性とが展望され、本論文は閉じられる。分量としては、目次、参考文献表を含め、A4 横書きで総 163 頁

である。 

【論文審査の結果の要旨】 

 三章それぞれの章題にある「人は如何にして現にあるところのものになるか」、「己がどのようなものであるか

は如何にして知られるか」、「己が誰であるかを知ることで人は何になるのか」の相互関係は一見したところ分か

りにくいが、これは熟慮の結果である。というのも、最初の疑問文は自己存在が歴史的由来に本質的に規定され

ていることを踏まえ、第二のそれは、そうした歴史を担った存在をそのものとして知るための視角に対する問題

意識に基づき、そして最後の問題は第二のそれで明らかにされた自己認識によって示される、自己の新たな可能

性への眺望を切り開くものとして位置づけられているのだからである。そうした問題のそれぞれに対応するテー

マが「道徳」「身体」「知恵」であるが、それらをさらに総合する全体的問いが本論文の題名「哲学者は如何に知

を愛したか」なのであり、それに対する答えが、最後の最後に述べられる、「己がそれであることについて、その

ようにあらしめたものについて、身体について問い、喜びをもって生を愛する、そして人間の未来を待望する」、

ニーチェとはそのような哲学者であった、という一文である。全体の中では第２章の身体および身体の自己切断

としての精神に関する解釈は議論も比較的明快で、示唆に富んでいる。 

 ただし、各論的には問題も目につく。第１章でニヒリズムを解くカギとして挙げられた「羞恥」はまた、第３

章で「女」のそれとして、新たな真理の姿かたちを示唆するものとされるが、両者の関係が問題となることは自

覚されてはいるが、それの論究は曖昧なままにとどまっている。また本論文の最重要部分である、「女」に関する

解釈もそれなりの説得性を有してはいるものの、新たな真理概念の提示としては具体性の追求に欠けるようであ

る。また、論述の運びやテーマの連結が、そのやや特異な文体とも相まって、ときに滞るような印象がある。さ

らに、論究された二次文献と突っ込んだ議論の発展もあまりみられない。とはいえ、全体として、堅実な理解力

と独自の問題意識に支えられたニーチェ解釈として評価されてよい。 

よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものとして認定する。 


